
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

180 180

街頭での防火啓発　　　　1回
防火パレード　　　　　　2回
花火遊び時の防火講話　　9団
体
福祉施設等への防火訪問　9施
設
防火啓発用品の配布　  　9団
体

街頭での防火啓発　　　1回

防火パレード　　　　　1回
（2回中1回は中止）

花火遊び時の防火講話　7団体
（2団体は辞退）

防火カレンダー配布　　9施設
※福祉施設防火訪問代替事業

防火啓発用品の配布　  9団体

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

現状継続とする。
現在行っている幼年消防クラブ及び市民への防火思想の普及活動を引き続き支援し、普及に伴う資器材を整備する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

予
防
課

防火委員会推進事業
市民の防火意識の高揚を図るため、火災
予防の啓蒙を行っている防火委員会の活
動を支援する。

防火パレード　        1回
花火遊び時の防火講話　7回
福祉施設防火訪問    　9施設
（代替事業：防火カレンダー配
布）
防火啓発用品の配布  　9団体

新型コロナウイルス感染症対策
のため
　街頭での防火啓発　  中止
　駅前防火花壇の整備　中止

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 3 だれもが安全に暮らせるまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 3-2 消防・救急体制の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 3-2-2 火災予防の推進


